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民主・無所属クラブ、市民クラブ藤沢、ふ
じさわ湘風会、藤沢市公明党及びアクティブ
藤沢は全予算案に賛成し、日本共産党藤沢市
議会議員団は令和 2 年度一般会計予算ほか 5
特別会計予算案に反対しました。　

ここでは、予算に対する各会派の要望・意
見の要旨をお知らせいたします。

各 会 派 の 要 望 ・ 意 見
予 算 に 対 す る

税
金
の
使
い
方
を
替
え

福
祉
・
暮
ら
し
優
先
に

日
本
共
産
党
藤
沢
市

議
会
議
員
団�

４
人

①
本
市
で
宣
言
し
た
「
た
っ

た
一
人
の
市
民
で
あ
ろ
う
と

誰
も
取
り
残
さ
な
い
」
と
い

う
目
標
を
市
や
学
校
を
挙
げ

て
追
求
す
る
こ
と
。
②
プ
ラ

ご
み
削
減
は
、
市
民
に
も
コ

ス
ト
負
担
や
不
便
さ
に
つ
い

て
共
有
を
得
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
市
民
と
と
も
に
取
組

を
進
め
る
こ
と
。
③
本
市
の

持
つ
フ
ィ
ー
ル
ド
等
を
民
間

に
積
極
的
に
開
放
し
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
活
用
に
よ
る
社
会

課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
推

進
を
。
④
市
民
会
館
再
整
備

に
お
い
て
は
、
会
館
の
運
営

を
担
う
職
員
の
雇
用
に
つ
い

て
、
早
急
に
関
係
団
体
と
協

議
し
、
解
決
す
る
こ
と
。
⑤

市
民
と
の
合
意
形
成
は
、
デ

ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
を
活
用

し
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
発

展
さ
せ
る
仕
組
み
の
構
築
を
。

⑥
福
祉
避
難
所
の
整
備
を
進

め
る
と
同
時
に
、
避
難
所
自

体
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
も
検

討
す
る
こ
と
。
⑦
再
犯
防
止

等
の
観
点
か
ら
、
更
生
保
護

の
拠
点
と
し
て
市
役
所
分
庁

舎
を
活
用
し
、
加
え
て
犯
罪

被
害
者
と
犯
罪
加
害
者
家
族

へ
の
支
援
に
も
取
り
組
む
こ

と
。
⑧
ス
ト
リ
ー
ト
カ
ル
チ

ャ
ー
や
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス

ポ
ー
ツ
の
文
化
に
携
わ
る
市

民
と
協
働
連
携
し
、
環
境
の

構
築
を
。
⑨
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を

持
ち
、
藤
沢
の
課
題
と
し
て

一
層
の
啓
発
を
進
め
る
こ
と
。

⑩
障
害
者
権
利
条
約
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
私
た
ち
抜
き
に
私

た
ち
の
こ
と
を
決
め
な
い
で
」

を
全
て
の
政
策
立
案
の
基
本

と
す
る
こ
と
。
⑪
給
付
型
奨

学
金
制
度
は
、
国
の
制
度
に

は
な
い
中
退
防
止
の
た
め
の

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
を

含
め
、
一
層
の
改
善
と
拡
充

を
。
⑫
教
員
不
足
に
対
処
す

る
た
め
、
働
き
方
改
革
を
一

層
進
め
る
と
と
も
に
、
教
職

員
定
数
改
善
等
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
国
に
強
く
求
め
る

こ
と
。
⑬
特
別
支
援
学
級
の

全
校
設
置
を
急
ぐ
と
と
も
に
、

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
子
ど

も
た
ち
へ
の
合
理
的
配
慮
な

ど
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

を
持
続
可
能
と
す
る
施
策
を
。

⑭
保
育
士
不
足
対
策
と
し
て
、

保
育
士
の
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
と
人
材
確
保
に
引
き

続
き
取
り
組
む
こ
と
。
⑮
子

ど
も
の
居
場
所
と
し
て
大
切

な
場
所
で
あ
る
少
年
の
森
の

一
層
の
施
設
改
善
と
、
市
内

全
域
に
お
け
る
元
気
に
外
遊

び
が
で
き
る
場
所
の
拡
充
を
。

⑯
個
人
モ
デ
ル
で
は
な
く
社

会
モ
デ
ル
の
立
場
に
立
ち
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
温
か

い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
。
⑰
精
神
疾
患

の
あ
る
親
や
外
国
に
つ
な
が

る
親
を
支
え
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
へ
の
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
。
⑱
い
わ
ゆ
る
ひ
き
こ

も
り
の
問
題
は
、
若
年
層
だ

け
を
対
象
と
せ
ず
、
ま
た
、

自
立
や
就
労
支
援
に
限
定
し

な
い
家
族
も
含
め
た
事
業
の

展
開
を
。
⑲
産
後
の
母
親
の

身
体
的
回
復
と
心
理
的
安
定

を
促
進
し
、
母
親
の
自
立
し

た
育
児
を
支
援
す
る
産
後
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
早
期
の
整
備

を
。
⑳
本
市
の
歴
史
的
建
造

物
は
民
間
所
有
の
も
の
が
多

く
、
維
持
保
全
に
は
限
界
が

あ
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る

文
化
財
保
護
政
策
を
。
㉑
日

常
的
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が

楽
し
め
る
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
充
実
さ
せ
、
愛
好
者
の

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
と
、
競
技
力

向
上
な
ど
を
目
指
し
、
競
技

環
境
の
発
展
に
取
り
組
む
こ

と
。
㉒
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
の
導
入
と
と
も
に
、

人
権
条
例
の
制
定
も
含
め
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
、
あ
り

の
ま
ま
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
。

①
概
算
要
求
時
と
の
収
支
乖

離
を
な
く
す
た
め
、
歳
出
は

事
業
の
先
送
り
や
需
要
見
込

の
絞
り
込
み
、
歳
入
は
税
収

見
込
の
さ
ら
な
る
絞
り
込
み

と
と
も
に
、
前
年
度
の
不
用

額
と
財
政
調
整
基
金
の
活
用

に
よ
り
、
予
算
編
成
が
な
さ

れ
た
。
中
長
期
の
展
望
に
立

ち
、
先
送
り
さ
れ
た
事
業
や

市
民
へ
の
影
響
有
無
等
の
可

視
化
を
検
討
す
る
こ
と
。
②

人
口
減
少
問
題
へ
の
取
組
と

し
て
、
人
口
の
微
増
状
態
を

保
っ
て
い
る
他
市
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
、
社
会
的
要
因
や
他

の
取
組
を
分
析
・
評
価
し
、

本
市
の
戦
略
を
立
て
て
い
く

こ
と
。
ま
た
、
住
み
や
す
さ

や
魅
力
度
も
基
軸
に
政
策
を

実
施
す
る
こ
と
。
③
国
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
対

応
と
し
て
、
令
和
４
年
度
中

に
パ
ソ
コ
ン
一
台
当
た
り
児

童
生
徒
３
・
３
人
ま
で
の
整

備
率
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、

高
速
大
容
量
通
信
が
可
能
と

な
る
整
備
の
推
進
と
、
キ
ャ

リ
ア
の
５
Ｇ
サ
ー
ビ
ス
や
ロ

ー
カ
ル
５
Ｇ
の
活
用
も
視
野

に
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
。

④
本
市
の
学
校
教
職
員
の
働

き
方
改
革
基
本
方
針
に
、
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
等
の

数
値
目
標
を
明
示
す
る
と
と

も
に
、
勤
務
実
態
を
客
観
的

に
把
握
し
、
年
次
目
標
を
立

て
て
取
り
組
む
べ
き
。ま
た
、

学
校
に
勤
務
す
る
事
務
員
等

の
働
き
方
改
革
も
進
む
よ
う
、

罰
則
が
設
け
ら
れ
た
民
間
と

同
様
に
緊
張
感
を
持
っ
て
関

係
機
関
が
取
り
組
む
こ
と
。

⑤
本
市
の
不
祥
事
防
止
対
策

は
、
原
因
を
追
及
す
る
の
で

は
な
く
、
不
祥
事
が
起
き
る

機
会
に
着
目
し
、
不
祥
事
が

起
き
に
く
い
職
場
環
境
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、

組
織
の
長
が
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
自
ら
先
頭
に

立
っ
て
信
頼
回
復
の
行
動
を

起
こ
し
て
い
く
こ
と
で
、
不

祥
事
や
不
適
切
な
事
務
処
理

ミ
ス
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
意
識
を
組
織
の
隅	

々
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
。

不
祥
事
防
止
対
策

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

藤
沢
市
公
明
党�

５
人

①
人
事
評
価
の
取
組
は
、
民

間
や
先
進
自
治
体
を
参
考
に
、

多
面
評
価
を
制
度
設
計
に
導

入
す
る
こ
と
。
②
事
業
の
見

直
し
に
当
た
り
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
丁
寧
な

説
明
と
自
ら
身
を
切
る
姿
勢

を
持
ち
、
行
財
政
改
革
に
邁

進
す
る
こ
と
。
③
市
制
の
節

目
を
大
事
に
し
、
市
民
に
長

き
に
親
し
ま
れ
る
藤
沢
市
で

あ
る
よ
う
、
記
念
事
業
へ
の

取
組
を
進
め
る
こ
と
。
④
本

庁
舎
前
へ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

導
入
の
取
組
は
、
今
後
も
実

証
実
験
を
繰
り
返
し
、
来
庁

者
や
職
員
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
本
格
導
入
に
向
け
た
推

進
を
。
⑤
超
高
齢
社
会
の
進

展
を
踏
ま
え
、
御
所
見
地
区

が
買
物
支
援
の
モ
デ
ル
と
な

る
よ
う
、さ
ら
な
る
取
組
を
。

⑥
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

は
、
ハ
ー
ド
面
の
充
実
に
よ

り
真
の
意
味
で
の
頼
れ
る
拠

点
と
な
り
得
る
た
め
、
災
害

に
強
い
モ
デ
ル
地
区
を
設
置

す
る
こ
と
。
⑦
団
塊
ジ
ュ
ニ

ア
世
代
が
高
齢
者
と
な
る
２	

０
４
０
年
以
降
へ
の
対
応
は
、

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ（
※	

１
）
の
考
え
方
を
参
考
に
、

未
来
の
課
題
に
備
え
、
今
や

る
べ
き
こ
と
を
整
理
し
て
取

り
組
む
こ
と
。
⑧
病
児
保
育

施
設
は
、
13
地
区
全
て
に
設

置
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
。
⑨
フ
レ
イ
ル
予

防
は
、
分
野
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
団
体
と
の
連
携
を

強
化
し
、
多
く
の
ニ
ー
ズ
を

引
き
出
し
て
取
組
を
進
め
る

こ
と
。
⑩
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
ふ

じ
さ
わ
に
関
す
る
取
組
は
、

よ
り
間
口
を
広
げ
、
就
職
氷

河
期
世
代
へ
の
さ
ら
な
る
支

援
を
。
⑪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
国
の

対
策
・
制
度
の
隙
間
を
埋
め

る
よ
う
な
本
市
独
自
の
経
済

対
策
を
。
⑫
短
距
離
の
循
環

路
線
等
の
多
様
な
交
通
移
動

サ
ー
ビ
ス
導
入
に
向
け
、
民

間
事
業
者
と
の
協
働
を
推
進

す
る
こ
と
。
⑬
持
続
的
な
発

展
に
資
す
る
都
市
基
盤
整
備

は
、
創
意
工
夫
を
図
り
な
が

ら
最
大
の
効
果
を
生
み
出
し
、

着
実
な
実
行
を
。
⑭
救
急
救

命
の
さ
ら
な
る
迅
速
化
の
た

め
に
、
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
、
Ａ
Ｉ
等
の
新
技
術
を
注

視
し
な
が
ら
、
消
防
力
強
化

に
努
め
る
こ
と
。
⑮
教
育
情

報
機
器
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接

続
は
、
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
（
※
２
）

手
法
の
導
入
も
視
野
に
、
平

時
は
教
育
・
指
導
に
利
用
し
、

災
害
時
に
は
緊
急
利
用
す
る

な
ど
、施
設
整
備
の
検
討
を
。

⑯
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー

と
な
り
得
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー

ツ
都
市
宣
言
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
・
拠
点
の
整
備
、
プ
ロ
リ

ー
グ
の
誘
致
活
動
等
、
一
体

的
か
つ
躍
動
的
な
取
組
を
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

躍
動
的
な
取
組
を

ふ
じ
さ
わ
湘
風
会�

７
人

①
様
々
な
問
題
点
の
あ
る
持

ち
家
に
係
る
職
員
の
住
居
手

当
の
廃
止
及
び
扶
養
手
当
の

削
減
を
。
②
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
り
流
出
し
た
税
金
分
で

取
り
組
め
た
は
ず
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
い
一
例
を
税
金
の
使
い

道
と
併
せ
て
広
報
し
、
全
体

的
な
納
税
意
識
の
向
上
を
。

③
避
難
施
設
運
営
訓
練
の
実

施
な
ど
を
行
い
、
避
難
か
ら

支
援
ま
で
を
考
え
た
受
援
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
。
④
脱

炭
素
社
会
へ
の
取
組
は
、
先

進
都
市
に
倣
い
気
候
非
常
事

態
宣
言
等
、
市
民
が
一
丸
と

な
る
取
組
を
示
す
こ
と
。
⑤

緑
地
保
全
は
、
既
存
緑
地
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
建
物
緑

化
助
成
制
度
の
さ
ら
な
る
拡

充
を
す
る
こ
と
。
⑥
藤
沢
駅

北
口
の
指
定
喫
煙
所
は
、
簡

易
な
囲
い
だ
け
で
煙
が
漏
れ

て
い
る
た
め
、
受
動
喫
煙
の

な
い
藤
沢
を
目
指
し
、
場
所

を
変
更
す
る
こ
と
。
⑦
成
年

後
見
制
度
は
、
不
安
を
抱
え

る
家
族
等
が
困
り
事
を
相
談

で
き
、
支
援
を
受
け
る
手
伝

い
を
し
や
す
く
す
る
が
、
手

続
き
等
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、
そ
の
間
の
十
分
な
ケ
ア

を
す
る
こ
と
。
⑧
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
と
し
て
障
が
い

の
あ
る
幼
児
の
保
育
園
や
幼

稚
園
等
へ
の
早
期
受
入
れ
と
、

各
園
へ
の
施
設
や
対
応
に
関

す
る
支
援
を
。
⑨
保
育
士
不

足
は
、
不
足
に
よ
る
損
失
を

捉
え
、
直
接
的
な
支
援
の
効

果
を
考
え
、
他
自
治
体
に
劣

ら
な
い
政
策
を
。
⑩
３
歳
半

検
診
で
導
入
予
定
の
ス
ポ
ッ

ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

を
最
大
限
活
用
し
、
弱
視
の

子
ど
も
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い

検
査
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

⑪
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
接
種
す
る
リ
ス

ク
と
し
な
い
こ
と
に
よ
る
リ

ス
ク
を
医
学
的
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
示
し
、
保
護
者
及
び

本
人
の
意
思
に
よ
る
判
断
を

促
す
こ
と
。
⑫
高
齢
者
等
が

対
象
の
福
祉
大
型
ご
み
の
収

集
運
搬
事
業
は
、
事
情
に
よ

り
搬
出
で
き
な
い
子
育
て
世

帯
に
お
い
て
も
利
用
が
で
き

る
よ
う
対
応
を
。
⑬
障
が
い

者
の
就
労
支
援
は
、
市
が
率

先
し
て
雇
用
を
行
う
と
と
も

に
、
経
済
団
体
等
と
連
携
し

た
Ｊ
Ｏ
Ｂ
チ
ャ
レ
ふ
じ
さ
わ

の
推
進
を
。
⑭
市
内
４
大
学

の
学
生
に
、
将
来
藤
沢
で
起

業
、
居
住
し
て
も
ら
え
る
よ

う
産
業
育
成
や
定
住
支
援
を
。

⑮
観
光
案
内
サ
イ
ン
の
整
備

は
、
令
和
２
年
度
も
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、
エ
リ
ア
拡
大
と
他
観
光

事
業
等
へ
の
活
用
を
。
⑯
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の

向
上
、
指
導
体
制
の
充
実
を

図
る
こ
と
。
⑰
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
間
の
交
流
を
通
し
、

防
犯
ス
キ
ル
が
向
上
で
き
る

よ
う
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
。

⑱
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
秋
葉
台
公
園
球

技
場
の
人
工
芝
の
張
替
え
改

修
を
検
討
す
る
こ
と
。
⑲
下

水
道
の
管
路
改
築
は
、
入
札

不
調
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新

た
な
視
点
を
取
り
入
れ
、
様	

々
な
発
注
方
法
の
工
夫
を
。

⑳
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
卒
業
遠

足
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
、
一

斉
休
校
で
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
る
子
ど
も
や
保
護
者
に

寄
り
添
い
、
公
費
で
負
担
す

る
こ
と
。

問
題
点
の
あ
る
手
当

廃
止
・
削
減
す
る
こ
と

市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢�

９
人

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て
は
、
人
員
、
相

談
及
び
検
査
体
制
を
拡
充
し
、

検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
べ
き
。
②
休
校
に
よ
り
影

響
を
受
け
た
給
食
調
理
業
者

と
そ
の
労
働
者
の
実
態
を
つ

か
み
、
補
償
す
る
こ
と
。
③

国
民
健
康
保
険
は
、
保
険
料

の
負
担
軽
減
に
努
め
、
均
等

割
の
子
ど
も
分
は
、
減
免
に

踏
み
出
す
こ
と
。
④
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
特
養
ホ
ー
ム

を
整
備
し
、
介
護
人
材
の
定

着
確
保
を
一
体
と
捉
え
、
介

護
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
。

⑤
高
齢
者
が
気
軽
に
外
出
し
、

社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
経
済
対
策
と
し
て
、

バ
ス
等
助
成
制
度
の
実
施
を
。

⑥
市
営
住
宅
の
新
規
増
設
計

画
を
つ
く
り
、
安
心
で
き
る

居
住
環
境
の
確
保
を
自
治
体

の
責
任
で
進
め
る
こ
と
。
⑦

ご
み
袋
の
値
段
を
当
面
、
半

額
に
し
、
市
民
と
と
も
に
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
・
再
利

用
を
進
め
る
こ
と
。
⑧
待
機

児
童
解
消
策
と
一
体
で
、
保

育
士
確
保
策
と
待
遇
改
善
に

取
り
組
む
こ
と
。
⑨
小
児
医

療
費
助
成
制
度
は
、
所
得
制

限
を
撤
廃
し
、
高
校
卒
業
ま

で
拡
充
を
。
⑩
学
校
給
食
は

教
育
の
観
点
か
ら
デ
リ
バ
リ

ー
方
式
を
見
直
し
、
単
独
自

校
方
式
に
切
り
替
え
る
べ
き
。

⑪
下
水
道
使
用
料
減
免
の
廃

止
は
市
民
か
ら
厳
し
い
批
判

が
あ
る
こ
と
か
ら
、撤
廃
を
。

⑫
期
日
前
投
票
を
市
内
全
て

の
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

で
実
施
す
る
こ
と
。
⑬
村
岡

新
駅
建
設
な
ど
大
型
開
発
は

中
止
し
、
税
金
の
使
い
方
を

福
祉
・
暮
ら
し
最
優
先
に
。

①
感
染
者
の
発
表
は
、
何
の

た
め
の
会
見
か
、
今
後
に
向

け
て
総
括
が
必
要
。
②
休
校

措
置
に
対
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
居
場
所
や
食
事
を
提
供

す
る
現
場
の
人
た
ち
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
こ
と
。

③
再
び
休
校
や
経
済
活
動
が

制
限
さ
れ
た
際
、
学
習
保
障

や
給
食
に
代
わ
る
食
事
の
提

供
、
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
い

介
護
施
設
の
入
所
者
宅
へ
の

訪
問
対
応
等
、
指
揮
を
明
確

に
し
、
職
員
の
意
識
を
変
え

る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
現

場
だ
け
に
負
わ
せ
る
の
で
は

な
く
、職
員
総
出
で
対
応
を
。

コ
ロ
ナ
対
応
を
機
に

職
員
の
意
識
改
革
を

ア
ク
テ
ィ
ブ
藤
沢�

１
人

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で

持
続
可
能
な
施
策
を

民
主
・
無
所
属 

ク
ラ
ブ�

10
人

（※１）バックキャスティング…未来を予測する際、目標となるような状態を想定し、そこを起点に現在を振り返って今何をすべきかを考える方法。
（※２）BYOD…私物のパソコン・スマートフォンなどから企業の情報システムにアクセスし、業務で活用すること。

⑶


